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民間防衛入門
日々、我々は不運について読んだり
聞いたりしている。家や街で我々は
不運に脅かされている。休暇中も不
運から逃れられない。そして、繰り
返し人々は自然災害に脅かされてい
る。世界中で、男たちと女たちと子
供たちが、誰かの手助けを必要とす
ることなく一週間が過ぎていくこと
はない。

最大の災厄である戦争に、いまもな
お地球上の多くの人々が脅かされて
いる。不幸なことは、平和維持の努
力は、世界から緊張関係をなくすこ
とにも、軍備縮小にも成功していな
い。

我々はこの事実に目を閉ざすことは
できない。我々を脅かす可能性のあ
るすべての危険について、合理的か
つ責任ある準備をすることが我々の
務めである。我々は危険について知
らなければならない。そして、危険
の、自然災害の、あるいは破局のと
きに、自らを守り、自らと他人を助
ける方法を知らなければならない。

世論及びあらゆる政治勢力は、責任
ある政府が国民を周知し、自らのた
めにこれらの問題に真剣に取り組む
よう求めることで一致している。

この目的で、民間防衛入門は作成さ
れた。これには誰もが読み、常備し、

必要に応じて使うための、最高水準
の知識に基づき、国際的に熟達した
科学者や技術者によりまとめられた
重要な情報や助言が掲載されている。

ボンにて、1964年秋

連邦内務大臣
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家を持っている何千万もの人々が屋
根に避雷針を設置している。彼らは
落雷のリスクとその結果から身を守
るためにそうしている。用心するに
越したことはない。

しかしながら、ほとんど落雷など起
きないのに、なぜ避雷針にお金をか
けるのかと問うてみよう。そして、
他の家の方が高いので、この家には
落ちないだろう。しかし、その時が
来れば、落雷に備えていたことを喜
ぶことだろう。民間防衛も同じこと
だ。

覚えているだろうか？そんな昔では
ないことだが、大型旅客船が火災を

起こした。多くの乗客と船員が行方
不明になった。バケツで消火しよう
としたものもいたが、ホースがつな
がらず、酸素ボンベが燃え上がった。
何時間も瀬戸際のパニックだった、
乗客は誰も、このような惨事が起き
るとは思っていなかった。そのよう
な惨事は、人間の想像力を超えてい
る。人間の想像力の範囲では、あら
ゆる予防策を講じれば、最悪の大惨
事である戦争が発生することはない。
結局、人々は恐怖を知っている。

しかし、大型旅客船は燃え尽きた。
人々は予期していなかったので、死
ぬか、海峡に落ちた。あらゆる災厄
に備える必要がある、何をすべきか

知っておく必要がある。

真剣にその務めを果たそうとする政
府は、戦争抑止のためあらゆること
をする。政府はあらゆる国々と平和
に生きていこうと努める。潜在的攻
撃者に対して、政府は防衛手段が真
剣であることを知らしめようとして
いる。

しかし、政府は、平和努力と防衛体
制が失敗することなど、あらゆる事
態を予期しなければならない。それ
が政府の義務である。

避雷針
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もしものとき何が起きるのか？
核戦争でどのような影響があるか想
像しがたい。10メガトンの核爆弾
がドイツの大都市で爆発したら、
2.5km圏内では石も溶ける。この範
囲内では、家屋も樹木も人間も、あ
らゆるものが破壊される。ここには
生存者はいない。そのような核兵器
が数百個あれば、ドイツ全土が破壊
される。ごくわずかの生存者は、月
面のような光景と、膨大な死体を目
にすることになる。この場合は、現
実的な防護手段はない。裏表なく、
そう言える。しかし、そのような壊
滅が起こるのだろうか？

絶滅戦争？
ドイツ連邦共和国は、平和維持のた
めの偉大なる防衛同盟たるNATOに
属している。最強の同盟国は米国で

ある。米国は幾万の強力な爆弾を保
有している。いかなる大規模核攻撃
も、破滅的な混乱をもたらす。いか
なる攻撃者も、自らの兵器で自らの
国を放射性降下物で脅かされる。攻
撃者は支配地域に隊入れない。すべ
ての人間が死に、攻撃者の利益にな
る工業施設さえも破壊される。した
がって、絶滅戦争の可能性は否定で
きないにせよ、起きそうにない。

通常兵器による戦争？
我々は知っている。誰が忘れられよ
うか。第二次世界大戦、朝鮮戦争、
インドシナ戦争、ベトナム戦争と、
1945年から既に40の戦争が起き、
1時間たりとも戦争がなかったとき
はない。ロケット駆動の爆弾が頑強
なバンカーをも砕く。焼夷弾が都市
全体を破壊する。今日の航空機は、

1945年当時の3倍速で飛行し、爆撃
機は8倍速で飛行する。この種の戦
争は決して排除できない。

限定核戦争はどうだろうか？
広島と長崎は破壊された。ドイツの
ひとつの都市はそのように破壊され
る。限定核戦争では、交通の要衝、
橋、工業施設、軍事目標などが核兵
器で攻撃される。偶然にも、兵器開
発は、大砲やミサイルで投擲できる
小型核兵器へと向かっている。我々
はこれを綱領に入れなければならな
い。敵がどのような手段で戦争を遂
行するか、誰にも予測できない。こ
の不確実性のもと、我々はあらゆる
危険を考慮し、あらゆる可能性に対
する防護手段を探求する必要が生じ
る。

幾つかの戦略
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全住民に対する強力な原爆攻撃を除
いて、あらゆる戦争に対する防護手
段が存在する。

第2次世界大戦中、良好な防空体制
は数限りない生命を救った。ドイツ
では、甚大な空襲でも住民の1%し
か死亡しなかった。予防措置たる良
好な民家防衛は将来、多くの声明を
救える。大規模原爆の場合でも、被
害地域の3/4を含む周辺地域なら、
適切な行動をとりシェルターがあれ
ば、生存は可能である。

逃げ出したくなるだろう、すべてを
聞いて、読んだら。しかし、核戦争
であれ、通常戦争であれ、限定核戦
争であれ、逃げ出すことは間違った
選択だ。

どこへ逃げればいいのか？ 山岳地
帯か？ 中立国か？ はるか西方か、
はるか東方か？ 退くか、進むか？

聖霊降臨祭のことを考えてみよう。
聖霊降臨祭のときの車だ。聖霊降臨
祭では多くの場所で交通規制される。
街はお祭り気分である。空に飛来す
る航空機の姿はない。警察と救急の
サイレン以外に、サイレンも鳴って
いない。

奇襲戦争で大規模な航空戦力が投入
されたとき、どのような混乱が起き
るだろうか？ そして軍隊の動員ま
でに。

家に留まれ！

「家に留まれ」は、国家非常時にお
ける専門家の助言である。今日の戦
争では、国土全体が危険である。な
じみの場所が、最も自分自身を守れ
る場所である。

自宅には友人や隣人が助けてくれる
ものがたくさんある。食料、毛布、
衣服がある。 道路や混雑した電車

の中では、危険に直面できない。
警報時間は非常に短く、防護手段を
見つけられない。 もちろん例外は
ある。 特定のエリアを避難する必
要があるかもしれない。 しかし、
これらは準備された対策であり、そ
れについては誰もが事前に通知され
る。

小さな慰め

我々のみならず、世界のほぼすべ
ての国の幾億人が、これらの危険
を考えなければならない。すべて
が破壊されれば、征服するものは
なくなる。誰もが知っていること
だが、このことが平和を維持して
いる。しかし、アメリカ人であろ
うとロシア人であろうと、スイス
人であろうとスウェーデン人であ
ろうと、我々でさえ、誰も危険に
直面し、準備をすることから逃れ
られない。
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巨大な兵器庫を見れば、動揺するだ
ろう。

部門1: 
通常兵器
ピストルとリボルバー。ショットガ
ン、機関銃。大砲、グレネードラン
チャー、戦車、ミサイル。爆弾は先
の大戦の爆弾の4倍の重量である。
破滅的な火災効果を持つナパーム弾。
そして超音速航空機。

部門2:
ABC兵器
これらのABCを知っておく必要があ
る。Aは核兵器、Bは生物兵器、Cは
化学兵器である。

巨大な兵器庫を見てみよう
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原爆
これは正確な名称ではない。原子の
核分裂あるいは核融合を取り扱って
いるので、核兵器と呼ぶのがより正
しい。
核兵器がどう機能しているか知る必
要はないが、核兵器がどのような効
果を持つのか知る必要がある。

まず閃光、眩い明るさの火球である。
次に、数秒の熱線が続き、近距離で
はすべてを燃やし、広範囲で火傷に
なったり、燃えやすいものに火をつ
けたりする。それに続いて超音速の
強力な圧力波と吸引波が到達する。
建物がトランプハウスのように崩壊
する。
潜在性: 放射線。放射線には気づく
ことができず、吐気、嘔吐、筋力低
下、死などをもたらす。これは初期
放射線の効果である。特定の状況で
は、数日後、数週間後、または数年

後にも、同様の影響を及ぼすことが
ある。

これは狭い攻撃目標地域に対する核
兵器の効果である。これは地上から
離れた上空での爆発の場合に起きる。
地上で爆発すれば、クレーターが生
成されるだけでなく、超高層ビルも
巻き込まれることになる。 その後、
爆発の力によって巻き上げられ粉砕
された土壌は、高度に放射化される。

これらの粒子は放射性の塵や雨の形
で、空から地上に降り注ぐ。爆発か
ら数百km離れた場所にも降ること
がある。この放射性降下物は眼に見
えなくても、生命に危険が及ぶ。さ
らには、畑や牧草地や家畜など、農
業全体を危険が及ぶ。

風の方向

核爆発後の放射性降下物
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生物兵器
これはとても恐ろしい！
航空機やロケットの他、エージェン
トや致命的な病原体や害虫や植物汚
染物質も使用される。これにより、
人間や動物に伝染病が広がり、畑が
枯れる。

化学兵器
第1次世界大戦中に何千人もの人々
を障害を与えた毒ガス兵器は、第2
次世界大戦では使用されなかった。
それにもかかわらず、新しい毒ガス
兵器が開発された。
化学兵器は、固体、液体、気体の形
がある。皮膚に水疱ができて、傷の
治癒が遅いものもあれば、咳、目の
涙、吐気、窒息がすぐに起きるもの
もある。

視覚障害、呼吸器系および循環系の
麻痺にすでに痕跡を残している神経
を損傷する兵器物質があり、痙攣や
死に至る可能性がある。

20世紀の兵器を一通り見てくると、
絶望するかもしれない。しかし、皆
さんは兵器を知る必要がある。

生物兵器の散布
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シェルターは最も安全である!

この主張を本当に証明しなければな
らないのだろうか？
広島の実例を繰り返さなければなら
ないのだろうか？
ネバダ砂漠の結果を検証しなければ
ならないのだろうか？
圧力が壁を破壊する比例則を計算し
なければならないのだろうか？危険

になったら、近くのシェルターや地
下室に飛び込まないといけないと考
えているのだろうか？
爆弾の爆発
熱線
圧力サージ
初期放射線
放射性降下物

生物兵器
化学兵器剤
常にシェルターはこれらの効果を弱
め、しばしば無力化できる
（シェルターの詳細については、
35ページ以降で）

さらに離れると、すでに家の壁でも初期放射線
の効果を弱められる
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科学者は語る

「…戦争の脅威に対する最も安全な
防護手段は、戦争の回避である。私
はここで、今日の兵器の常識的自殺
効果が戦争の勃発を防ぐのに十分で
あると考える人々と議論をするつも
りはない。もちろん、これらの人々
が正しければ、民間防衛は必要ない。
その自信の程度が間違っていると考
えるなら、私は間違いなく西側世界
と東側世界の主要な政治家と意見は
違っていない。今日の戦争は、水素
爆弾が発明される前よりも、起こり
そうにないが、絶対起きないわけで
はない。それを明示的または暗黙的

に不可能と見なすことは、理解可能
な抑圧のプロセスの一部である。
もっと真剣な見方は、これとは異な
る見方である。それによれば、今日
の戦争を回避することが、最も安全
で、戦争の危険に対する唯一の防護
手段である。「戦争が始まれば、
我々はすべて死ぬ。」この見方が正
しいとしても、防護手段は無駄であ
り、余計である。（特に、連邦共和
国の人口が密集している小さな地域
について）この見方が確かに間違っ
ていることを誰も証明できないと思
う。しかし、また、この見方が正し

いとも誰も証明できないと思う。第
1に、進行中の戦闘が続行されるか、
停止されるかによらず、非常時に既
存兵器がどのように使用されるかを
確実に知る方法はない。第2に、兵
器技術は5～10年ごとに根本的に変
化している。私の意見では、この不
確実性だけが、民間防衛の事前準備
が無意味でない唯一の理由である。
適切な準備が数百万人の命を救い、
他の苦難を軽減または救うことがで
きるような、戦争が起こるかどうか
はわからない。...」

Carl Friedrich Frhr. v. Weizsäcker教授
ドイツ書籍販売協会平和賞授賞
週刊"Die Zeit" 1962年3月23日
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警報 - 良い言葉ではない。サイレン -
とても悪い響きだ。しかし、そのよう
な抵抗は、しばらく横においてほしい。
サイレンを使えば、いつでもどこでも
危険を警告できる。それがサイレンが
必要な理由である。中・超短波放送で
住民に正確な情報を届ける準備がなさ
れている。試験警報を怖れないこと！
サイレンの意味を覚えること。

サイレンは戦争の際の警報にのみ使わ
れるものではない。それらは住民保護
に役立っている！サイレン信号のペー
ジを切り取って、誰もが見れる場所に
貼っておく。そうすれば、信号の意味
を覚える必要はない。もちろん、常に
知っておく方が良いが。

警報
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防衛時サイレン信号

空襲警報
空襲あるいは兵器による
攻撃が差し迫っている
1分のハウリング音

ABC警報
放射性降下物や生物兵器や
化学兵器による危険が
差し迫っている
2回の中断をはさむ
1分間のハウリング音

警報解除
差し迫った危険の終了
1分間の一定音

平時サイレン信号
火災警報
2回の中断をはさむ
1分間の一定音

災害警報
2回の中断をはさむ
1分間の一定音の後に
1分間の一定音

サイレン信号
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非常時に何をすればいいのか？

ポイント1
空襲警報あるいはABC警報発令時: 
最も近いシェルターや地下室に急い
で入る。非常用荷物だけを持って行
く。できれば携帯ラジオを持って行
く。非常用電源については41ペー
ジ参照

ポイント2
警報なく奇襲攻撃を受けた場合: ど
こにいても、屋内でも屋外でも、核
爆発の閃光があったら、ただちに地
面に伏せる。顔を閃光の反対側に向
ける。何もなければ腕で頭と首を守
る。目をしっかり閉じる。自動車に
乗っていたら：エンジンを直ちに
切って、自動車の床に伏せる。

ポイント3
その後、数秒間は動かない。爆風に
対して物陰に隠れる。壁や戸口でも
生命が助かることがある。しかし、
寄りかかってはいけない！必要なら、
窪みでも役立つ。爆風が終わり、破
片や瓦礫の飛散が終わるまで、隠れ
たままでいること。
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ポイント4
衣服に火がついた場合、地面に転
がって火を消す。

ポイント5
衣服が放射性ダストで汚染されてい
る、あるいは化学兵器が付着してい
る疑いがある場合、衣服を拭き取る。
洗っていない手で身体に触れないこ
と。

ポイント6
核攻撃の後：警報解除されるか、危
険な放射線がもう存在しないという
安全通知が為された場合は、シェル
ターを離れてよい。
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中間の備考
（戦争とは関係ない。全く関係ない）

自然災害は常にある。 洪水、堤防
決壊、地震、大規模火災。

自分の生命や所有物を守る方法を知
ることは非常に役立つと思わないだ
ろうか？たとえば、ハンブルクで洪
水が起きたと考えてみよう。

そして、火事が起きたら？ おそら
く、獲得した知識を有用に使えるだ
ろう！

そして、もし誰かが家の中やや交通
事故で怪我をしたとき応急処置の訓
練を受けた人がそこにいれば、その
人は求められるだろう。ブックレッ
トの他の論点をすべて否定するとし
ても、これらだけでもこのブック
レットを注意深く読む価値があるは
ずである。
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この章は3つの部分がある。1つめ
は「負傷したとき」で、2つめは
「火災のとき」で、3つめは「生埋
め救助のヒント」である。

応急処置と消火と生埋め救助につい
て必要最小限を述べる。詳しくは、
連邦防空協会や、ドイツ赤十字やマ
ルタ騎士修道会救助団やドイツ労働
者サマリア人連盟やヨハネ騎士修道
会事故救助団などで。

この助言が明日必要になるかもしれ
ない。
助ける方法を学ぶ必要がある！

どうすれば自分や他人を助けられるだろうか？
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負傷したら、医師が最善を尽くす。
しかし、医師がいない場合や、あま
りに多くの負傷者がいる場合、自分
で何とかしなければならない。

1.
負傷が外力によるものである場合、
重傷者を動かしてはならない。ただ
し、顔や口から大量に出血している
場合は、体を横に向けて、自分の血
で窒息しないようにすること。
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2.
呼吸が停止したら、すぐに行動する。
成功した緊急治療は、多くの場合、
人工呼吸の口対口または口対鼻であ
る。呼吸が止まれば、わずか3分後
に死亡する可能性がある！

3.
負傷者を落ち着かせる。彼を毛布ま
たはコートで覆う。負傷者が嘔吐し
たら、犠牲者が窒息しないように頭
を横に向ける。

4.
距離が遠い場合でも、すぐに救援を
求めること。医師・救急隊員・燻煙
を受けた一般人ヘルパーなどの救援
を求めること。

5.
負傷者を注意深く調べる。必要に応
じて、動かすのに邪魔な衣服切断す
る。火傷から衣服を剥がさないこ
と！

6.
傷の出血がひどい場合は、無菌ガー
ゼか、必要に応じて新しく洗った布
を、手でしっかりと傷に押し付ける。
ガーゼや布が血液を多量に含まない
ように、新たにガーゼや布を用意し
て、傷に押し付けること。

7.
酸およびアルカリによる負傷の：水
で十分に洗い流す。水泡を開かない
こと。目に見える皮膚の傷を殺菌す
る。皮膚についた化学兵器の飛沫は、
石鹸と水で洗いが為す。

8.
負傷者を励ます。負傷者に必要な対
処が摂られることを知らせる日知よ
うがある。

9.
意識がないか、朦朧としている場合、
何も与えてはならない。液体が気道
に入り、窒息を引き起こす可能性が
る。叩いたり、揺すったり、音をた
てたりして、意識のない人の目覚め
させないこと。アルコールを飲ませ
ないこと。

これらのメモは手がかりにすぎない。
自分や他人を効果的に助けたい人は、
もっと知る必要がある。応急処置
コースに参加する必要があることを
覚えておくこと！
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火災が発生した場合... 
消防署に通報するだろう。通常は、
それが正しい。それは戦時には不可
能だ。市民保護部隊は最も重要な被
害地点に投入されるので、自分自身
で何とかしなければならない。

だから：消防について学ぶ必要があ
る。

消火活動への適切かつ慎重なアプ
ローチ。人々が危険にさらされてい
ますか？人命を救うことがすべてで
ある。

水と消火器は消火に役立つ。火災が
発生している部屋のドアを非常に慎
重に開く。フラッシュファイアの危
険がある。ドアの背後に隠れる。火
に向かって、立って歩くのではなく、
這って行くこと。呼吸できる空気は
床近くにあり、熱くない。煙が充満
した部屋では、防護マスクをするか、
濡れた布で口と鼻を覆う。

煙や炎に向かって漠然と水を散布し
ないこと。まず火元を探す。そこを
狙う。広い範囲が燃えている場合は、
水を散布する。火は常に下から上へ

と燃え広がる。したがって、下から
上へと消火を進めること。

例外: 梁をまず消火する。火元に近
づけなくなったら、扉を閉めて、外
から扉を濡らして火が付かないよう
にし、天井と床に注意する。火元を
繰り返し確認する。

消火できない場合は、近隣の建物を
防護すること。亡する可能性があ
る！
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被災者をどう救うのか？

被災者を早く見つけられれば、それ
だけ生存の可能性が高まる。なので、
待っていてはいけない。瓦礫で動け
ない人々を可能な限り迅速に見つけ
ること。生命を救うことは、被害に
対処するより重要である。

行き当たりばったり作業をはじめな
いこと。まず、瓦礫を見て、瓦礫の
端を見て、自動車を見る！たどりつ
ける部屋をすべて探す。そのあと、
埋まった部屋や地下室に向かう。助
けに来たことがわかるように、大声
を出したり、(1回-3回-1回の）ノッ
クをしたりする。

梁から瓦礫を取り除いたら、梁が支

えている瓦礫がないか確認する。被
災者の救助を慎重に行う。必要なら、
壁を壊す。崩れそうな構造物を慎重
に支える。すぐにあきらめてはいけ
ないが、自分でどうしようもないと
きは、助けを呼ぶ。

助けをどこで呼べるのか？

まず自衛責任者を呼ぶ。将来的には
大規模集合住宅や一部の小規模家屋
に配置される。責任者は何をすれば
いいか、訓練を受けていて、知って
いる。平時だと、求めれば助言をし
てくれる。戦時には近隣救援の責任
を負う。自衛責任者は地域の民間防
衛事務所と連絡を取っていて、必要
なら自衛訓練を要請できる。

自衛訓練では、消火や被災者の救援
や怪我の手当てなどを学べる。放射
線計測器もある。

大きな被害の際には、近代的装備を
整えた民間防衛部隊を、地域民間防
衛事務所へ救援に出せる。

なので、重要なのは自衛責任者であ
る！既に配置されていて、それが誰
か知っているだろうか？そうでない
なら、地方自治体に要請する。自衛
責任者を招く。自衛責任者は自衛準
備について喜んで助言する。「自衛
待機」というのは、それほど良いこ
とではない。
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国家は何をするのか？
それはとても正当な疑問だ。国家が
市民に予防措置を求めているなら、
国家は自らが範を示さなければなら
ない。心配することはない。

今日、10の警報事務所と35,000の
サイレンが設置され、攻撃警報と放
射性降下物警報を発令する。政府は
自衛を深堀りし、関心のある人々に
自衛訓練を提供している。

住民5000名あたり1回の自衛訓練を
実施。さらに、重装備した機動民間
防衛隊が編成中である。既に
63,000人のヘルパーがこれに所属
している。

政府は全国に分散して食料と医薬品
の備蓄を行っている。医療機器が備
蓄され、非常用病院が準備中である。

交通の要衝には大規模シェルターを
設置中である。新しい地下駐車場や

地下交通施設をシェルターとして拡
張中である。生存に必要なものを備
蓄するために、毎年数百万マルクを
費やしている。

科学者たちが政府のために、効果的
な救助装備の実験と開発に幾年にも
わたり従事している。特にシェル
ター建設について、すべての外国の
経験が役立てられている。

警報事務所を見る

中間の備考
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このブックレットで、もっと民間防
衛について知ることができる。この
ブックレットを手元に置いておくこ
と。

今日、シェルターを最悪ではない状
態にできる。正しい方法をもっと学
べる。

シェルターで2週間以上、生きてい
くための物品を準備できる（39頁
参照）。非常用荷物を準備しておけ
る（41頁参照）。数十万人のボラ
ンティアたちのように、防空協会で
無料で訓練を受けられる。戦時に重
要なことだけでなく、日々の生活で
繰り返し使えることも学べる。

市役所や地方自治体は皆さんの居住
地域で民間防衛を準備している。近
隣で相互扶助の準備を整えられる。

たとえば、近隣の人々は皆さんの
シェルターと非常口を知っておく必
要がある。

既に今日、これらをすべて実行でき
る。将来のために備える人の一人で
あるなら、これらをすべて実行しよ
う。

地下室はシェルターと
なるのか？

そんなことはない。シェルターと呼
べるような地下室を既に持っている
人はわずかである。シェルターはど
うあるべきなのか？

おそらく、皆さんは、60cmの厚さ
の鉄筋コンクリートに囲まれた、9

気圧の超過圧力に耐えるシェルター
を建設できないだろう。

これ種のシェルターが500以上、ド
イツ国内にある。しかし、それは住
宅ではなく、多くの人々が集まる学
校や公共施設の地下にある。

我々は知っている。原爆の爆心では
防護手段はない。しかし、遠く離れ
た場所では、周囲をコンクリートに
囲まれ、超過圧力3気圧に耐えられ、
粗い砂のフィルターによる単純な換
気装置があれば、防護手段となる。

少なくとも、シェルターの天井は、
家の瓦礫の荷重に耐える必要がある。
壁と天井には、放射性降下物の効果
から防護できるだけの厚さが必要で
ある。

今日できることは何か？
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さらに部屋は、生物兵器と化学兵器に対し
て気密を保ち、換気装置を備えている必要
がある。

自家製シェルター？

これには驚くだろう。少しスキルがあれば、
既存の家の地下室に、加工済みの部品を
使って、放射線と落下する瓦礫から防護で
きるシェルターを用意できる。鉄筋コンク

リートでできた加工済み部品を結合する。

連邦防空協会にさらなる選択肢を質問しよ
う。

必要なら、一時的に補強し、目張りするこ
とができる。天井が木製である地下室や、
ボイラー室になっている地下室のみ不適で
ある。
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一人あたり0.5平方メートル必要だが、1
平方メートルがあればより良い。空間は
1.2立方メートル必要だが、2立方メート
ルわればより良い。

天井を支える。支持柱と天井をしっかり固
定する。扉を目張りする。地下室が完全に
地表より下でないなら、土をまわりに積み
上げる。砂袋や土嚢でもよい。

非常口：地下室の窓にカバーを取り付ける。

必要なら、荷重に耐える壁を地下室の隅に
傾けて、しっかりと固定して、非常用シェ
ルターを準備できる。壁の上の高さは1.5
メートル。壁からの距離は1.2メートルで
ある。もちろん、これは応急措置である。
しかし、ないよりはましである。

防護室の入り口の作り方の例
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地下室がない場合、どうすればよいのか？

その場合、他の手段を取る必要がある。屋
外にコンクリートシェルターを建設できる。
土で覆われた強化塹壕も何らかの防護手段

となるが、崩れ落ちる家屋の破片が落ちて
こない場所に建てる必要がある。放射性降
下物からの放射線に対する非常防護手段と
して、家の中の廊下も使える。

塹壕の例

入口

換気

くの字形

くの字形

最大6m

最
大
6
m
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忘れないこと: 
シェルターの物品

応急シェルターを含め、誰もが必要なら、
2週間、滞在できるようにしなければな
らない！したがって、座ったり、横に
なったりできる必要がある。敷物や、暖
かい衣服や、応急トイレなど。キャンプ
用品は忘れないこと。

誰も闇の中で座ってはいられない。ロウ
ソクや懐中電灯などの非常用照明を用意
する。そしてラジオ、できれば電池ラジ
オも。ラジオだけが外界との唯一のつな
がりになる。屋外アンテナとの接続をし
ておこう！

調理や暖房やラジオ受信機などの電気機
器を地下室で使いたい場合は、湿気の多
い場所で使えるものを用意する。そうし
ないと感電する恐れがある。

シャベルやスコップや斧や鉈やバールや
ノミやハンマーやツルハシ。これは自力
脱出に必要不可欠である。

水を入れたバケツと放水器。あわせて古
いバスタブや容器などシェルターの外に
可能な限り大容量の水を用意すること。

シェルターの入り口の前に、放射性降下
物や化学兵器で汚染されたいふくを入れ
る箱を用意する。

最後に、個人用の防護マスクとヘルメッ
トも用意する。
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まとめて持っておくもの...
これは平時に普通の人にとっては当
然のことである。 危機の時にはさ
らに当然のことである。常に手の届
く範囲にある必要があるものがある。

 ウールの毛布
 家族証明書あるいはコピー
 履歴書・卒業照明
 共済年金証書
 退職年金証書
 子供用の認識票

常に手元に持っている必要があるも
のをまとめる

身分証明書、衣服、下着、日用品。

まとめて持っておくもの
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救急箱は自動車用応急処置キットと
同様に重要である。誰かが家で怪我
をした場合、明日この薬箱が必要に
なるかもしれないことを考えると、
良い、役立つ買い物である。

救急箱に必要な物
（本質的に5人用の自動車応急処置
キットに対応）
 5 m x 2.5 cmの絆創膏 1ロール
 50 cm x 6 cmの絆創膏 1枚
 10 cm x 6 cmの絆創膏 3枚
 ガーゼ包帯 小 2個
 ガーゼ包帯 中 2個
 10 cm x 10 cm セルロース
ガーゼ 5枚セット

 火傷用絆創膏 3枚
 動脈止血帯 1個

 4 m x 8 cmのガーゼ包帯 4枚
 90 cm x 90 cm x 127 cmの
三角巾 2個

 眼帯 1個
 包帯はさみ １個
 安全ピン 12個
 25 cm x 8 cmのワイヤラダー
スプリント（一緒に差し込むめ
る）4個と発泡剤パッド

 体温計 1個
 皮膚消毒剤 1個
 バレリアン入り鎮静剤 1個
 鎮痛剤 1個

救急箱
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閉店しているデリカテッセンの前に
来て、気付くだろう。今日は土曜日
の午後だと。そして、未加工品を使
わないといけないことに。

我々の助言に従って、少しの食料備
蓄をしておけば問題ない。そうすれ
ば買い物に来なくても、自分で対処
できる。

これが食料備蓄の日常的な利点であ
る。

デリカテッセンが開店しておらず、
買い物ができない非常時について考
えれば、食料備蓄にはまったく別の
意味合いが出てくる。そう、家族が
2週間生きていくための備蓄があ
る！

十分に梱包された備蓄食料を自宅に
保管する必要がある。困った時には、
それはシェルターに持って行く。

そして何を備蓄すればよいか？
ここにヒントを示す。

肉とソーセージの缶詰、ドライソー
セージ、スモークベーコン、魚の缶
詰、米、パスタ、オートミール、マ
メ、クリスプブレッド。ラスク、
ハードビスケット、缶詰パン、ラー
ド、脂肪、食用油、砂糖、蜂蜜、
ジャム、練乳、粉乳、野菜と果物の
缶詰、ドライフルーツ、トマトペー
スト、缶詰粉末コーヒー、紅茶、コ
コア、チョコレート、フルーツキャ
ンディー、 、乳児または幼児が家
族にいる場合は牛乳とデンプンと野
菜をベースにしたベビーフード。

電気とガスが止まる可能性があるた
め、最良の食品は、温めなくても食
べられるものである。多くの食品の
保存期間は最大2年である。

そのような物資が利用できない場合
は、家族用の緊急物資パッケージを
購入できる。科学産業はそのような
パッケージを開発している。それは
2週間すべての重要な栄養素を含ん
でいる。

これらが食料である。しかし、人間
は食べるよりもさらに緊急に水を飲
む必要がある。

人間は1日に2リットルの水を必要
としている。プラスティック製など
の簡単に密閉できる清潔なボトルや
容器に入れた水を飲む。 あるいは
フルーツジュースやレモネードやミ
ネラルウォーターなど。

念のため：食器、割れない皿、飲用
カップ、缶切り、栓抜きも用意する。

生活必需品
食料と水
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毎年数百万人が国外に出ている。皆
さんは隣国を訪問している。そして
他国の人と知り合い、町や田舎での
生活を我々のものと比べる。

何世紀にもわたり戦争をしていない
中立国スウェーデンに行ったことが
あるだろうか。ストックホルムをド
ライブすれば、広い道路でカタリナ
ベルゲットに到着する。山にある巨
大で明るく照らされたガレージがこ
こであなたを歓迎する。このガレー
ジは世界最大のシェルターである。
そう、スウェーデン、平和愛好国ス
ウェーデンの、これまで民間防衛に
何よりも力を入れてきた。この巨大
で非常に安全な5階建てのシェル
ターは岩盤に建設されている。
20,000人が数日から数週間にわた
り生活できる。中央駅のクララ教会
の下のトンネルには、15,000人を

収容できる。ヨハネスバンカーには
10,000人を収容できる。全国に14
の巨大なシェルターがある。そして、
多くの新築住宅には、エアフィル
ターが取り付けられた鉄筋コンク
リート製の壁と床と天井の個人用
シェルターがある。

スウェーデンのような中立国が民間
保護のためにそんなに多くのことを
しているとしって、何が言えるだろ
うか？

中立国スイスの個人住宅の50%が
すでにシェルターを設置しており、
地下の医療センターと食料貯蔵庫が
あり、民間防衛体制が確立されてい
るという、最初は羨望の眼で見るし
かないものを見て、どう考えるべき
だろうか？

とても簡単だ。戦争や災害が完全に
問題外にはできない。皆さんがこの
事実に順応し、予防策を講じるなら
ば、それは戦争の準備や誇張された
恐怖とは何の関係もない。なぜ多く
の人が個人用シェルターを作るの
か？救命ボートのない船に乗る人や、
救助訓練から自分を除外する人はい
るだろうか？確かに誰もいない！
海運会社に適用されるもの、船長と
乗客に適用されるものは、国家にも
適用される。それは我々全員に適用
される。責任者は予防措置を講じる。

外国を見る
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